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研究成果の概要：本研究はＩＣＴの双方向型高度利用による障害者支援の充実・拡充を目指

した。(1)SCS からインターネット・ライブ・ストリーミングへ発展させ、より多くの大学に双

方向の研修・教育システムを構築。(2)同時同期型字幕付与システムのユニバーサルデザイン型

授業・研修のアーカイブ化と、協調型字幕編集システムの充実。(3)多言語字幕コンテンツを推

進し、留学生・東アジアに貢献するため英・中・韓の字幕言語を選択可能とする。以上 3点を

推進した。 

研究成果の概要（英文）：The aim of this project was to develop the support system with 

the interactive use of ICT to help students with disabilities/difficulties in higher 

education, and to offer them effective learning tools on the web.(1) The development of 

the Internet live streaming system :We developed the Internet live streaming system for 

disability support, and introduced the system to universities in Japan in order to assist 

students with disabilities to access useful information online.(2) The enhancement of 

an editorial function: We developed the simultaneous synchronous captioning system on 

the web, and established the digital archive of lectures with the system. We also added 

an editorial function to the system, which enable lecturers themselves to revise the 

contents. (3) Multilingual caption system: We offered multilingual captions(English/ 

Chinese/Korean) to the contents of our web site to support foreign students studying at 

universities in Japan.   
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１．研究開始当初の背景 

（１）社会的背景 

大学の障害者支援の発展を世界的に概観

すると、北米と豪州においては 70 年代、EU25

カ国では 90 年代に、ほとんどの大学では学

内に支援局をおき、専門スタッフを雇用し、

ICT等を活用した多様な支援システムが整え

られている。北米に比べて、後発であったEU

は、EU諸国内で、学生や研究者がどの地域に

おいても、一定の支援が受けられるように世

界標準を定め、2010 年を目標に支援の拡充を

進めてきた。そのために、ＥＵ各国の詳細な

支援状況を閲覧できるデータベースを可動

させ、情報の更新に努めている（European 

-agency www.heagnet.org）。世界的に日本・

中国・韓国といった北東アジアの大学の支援

は大きく遅れをとっている。日本では 70 年

代に入って、大学入試センターが障害者用入

試を開始し、それに追従する形で全国の大学

にゆるやかに広がっていったが、入学後の支

援は個別機関や学生個人の自助努力に任せ

られ対応が一定ではなかった。（2005．日本

学生支援機構調査）。近年大学における障害

者支援の重要性が認識され、支援ノウハウの

蓄積や経験の共有化のネットワークが立ち

上げってきた(2005. 広島大学、2005.学生支

援機構、2000～. NIME)。2007 年から義務教

育段階で軽度発達障害を含む特別支援学級

が開始され、そこで支援を受けた生徒たちに

対する大学の対応は求められている(学校教

育改正法 2006)。メディア・ICT技術の発展

によって、障害者の学習能力は飛躍的に向上

している。今日、大学ではメディア環境整備

やe-ラーニングの推進が喫緊の課題となり、 

障害者を含む多様な学生の学習支援に ICT

を高度に活用したコンテンツ及びその提供

システムが求められている(2006．広瀬)。 

（２）学術的背景 

米国では 70 年代からAHEAD(高等教育障害者

支援協会（http://www.ahead.org/) を中心

に、障害者支援の研究や実践が組織化され蓄

積され、その成果は年次大会やWeb等で公開

されている。日本でも大学入試センターの研

究他、平成 13 ～15 年度科研基盤(C)「障害

者の高等教育推進のための学術調査」（代表

者：鈴木陽子）によって海外の実態が明らか

になった。 

 

２．研究の目的 

 本研究は以下３点から ICTの双方向型高度

利用を実現し障害者支援の充実・拡充を図る。 

（１）SCS からインターネット・ライブ・ス

トリーミングへの発展・拡張：先行研究をふ

まえ、より多くの大学への普及にインターネ

ット・ライブ・ストリーミングによる双方向

の研修・教育システムの構築。  

（２）編集機能の充実：同時同期型字幕付与

システムでのユニバーサルデザイン型授

業・研修のアーカイブ化と、協調型字幕編集

システムによる修正補助者と講演者自身に

よる字幕の編集・補筆の確保。 

（３）多言語化の推進：字幕付きコンテンツ

の多言語化を推進し、留学生及び東アジア地

区への貢献を図るために、英語・中国語・韓

国語に翻訳して字幕言語を選択する。 

 

３．研究の方法 

（１）SCS からインターネット・ライブ・ス

トリーミングへの発展・拡張に関して 

1）情報保障つきライブ配信による講演部分

の移行。 

 

http://www.heagnet.org/
http://www.ahead.org/


2）インターネットからの音声による双方向

参加実現。 

3）インターネットからの映像による双方向

参加実現。 

（２）編集機能の充実 

1）字幕情報のデータベース化。 

2）Web コンテンツの直接編集・更新の実現。 

3）研修中のリアルタイム協調編集機能実現。 

（３）多言語化の推進 

1）既存 Web コンテンツの文字コード変更と

多言語対応用スクリプト開発 

2）既存コンテンツの英語・中国語・日本語

切り替え表示の実現。 

3）既存コンテンツの中国語・韓国語化推進

と切り替え表示の実現。 

 
４．研究成果 

［19 年度］ 

（１）SCS からインターネット・ライブ・ス

トリーミングへの発展・拡張 

①インターネット・ライブ・ストリーミング

により、SCS と同程度の研修効果が得られる

ことを研修会直後のオンラインアンケート

で検証した。（質疑応答機能を除く）。 

②情報伝達に必要な情報量（ビデオの質）を

吟味し、参加者の８割以上が満足し、かつネ

ットワーク負荷を抑えるようなビデオ・静止

画・字幕のバランスを決定した。 

③SCS 設備の所有機関で、２回の研修会に

各々５機関程度の併用参加の実現。 

④SCS 設備を所有しない機関・個人で、２回

の研修会に各々１０機関程度のインターネ

ット参加を実現した。 

（２）編集機能の充実 

目標：各回毎のフォルダに格納されている字

幕情報をデータベースに格納し、これまでと

同じ閲覧が可能となるようデータベースの

設計，サーバー・サイド・プログラムの開発

を行った。 

（３）多言語化の推進 

目標：既存 Web ページにおける文字セットを

現行の shift-JIS から utf-8 に変更した。 

特に前記（２）と連動して、多言語対応の

データベース，スクリプト言語によるテスト

を実施。別途開発済みのエクセル・ベースの

ツールを利用して既存コンテンツの中国語

化を完成させた。 

［20 年度］ 

（１）SCS からインターネット・ライブ・ス

トリーミングへの発展・拡張 

 インターネット（ライブ・ストリーミング

＋無料ＩＰ電話）の活用により、SCS 設備を

所有しない機関が音声により質疑応答（会

議）に参加できるようになった。 

２回の研修会にそれぞれ１０機関程度の

新たな機関の参加を実現し、音声会議システ

ムの質を検証した。 

（２）インターネット・ライブ・ストリーミ

ング方法の調整 

  平成 18 年度に実施した予備実験では、講

師映像、手話映像を合成したビデオ・ストリ

ーミングと提示資料（スライド）の画面キャ

プチャを用いたビデオ・ストリーミングの計

2本（約 500K bps）で実験した。しかし、こ

の方法ではストリーミングの帯域幅が大き

くなってしまう。 

 特にスライド画像は静止画であることが

多いので、画面キャプチャ以外の帯域圧縮伝

送方法に変更した。その分、手話通訳者映像

の画質をあげた。また、スライド画像の質を

保持したまま、ストリーミングのビットレー

トを低減するように、方式の見直しを行った。 

（３）編集機能の充実 

ユーザ・インタフェース（Caption Master

を利用予定）とサーバー間のデータ授受方法

を確立し、過去のアーカイブの編集作業を実

施した。 



  具体的には、エクセル・ベースのツール

に、Ajax を用いてサーバー側 PHP スクリプト

と通信を行う機能を付加した。また、この機

能はサーバー側のデータベース（MySQL）と

連携して処理を行うように設計した。よって、

複数の編集者が同時に編集作業を進められ

るようにし、迅速なアーカイブ化の編集・製

作を可能にした。 

（４）多言語化の推進 

既存コンテンツの英語化・中国語化を実現

させた。既存コンテンツのメニューで、言語

を選択できるように変更した。 

（５）検索機能の充実 

 Web サイトにおいて“検索機能付きコンテ

ンツ”を実験的に公開した。しかし、現状は

複数コンテンツを横断的に検索できなかっ

た。これを編集機能の充実と併せて機能拡張

し、ライブラリ内の全コンテンツに対して横

断的検索を可能にした。 

［21 年度］ 

（１）SCS からインターネット・ライブ・ス

トリーミングへの発展・拡張 

「字幕付きインターネット・ライブ・スト

リーミングの方式」は２０年度までに確立し

たので、本年度は資金・時間を(3)に投入し

た。 

（２）インターネット・ライブ・ストリーミ

ング方法の調整 

windows media 方式のビデオ・ストリーミ

ングから、flash video 方式への多様化の研

究に着手した。クライアント側（配信元、受

信先）をいずれも Web ページ対応とし、Web

カメラと簡単なヘッドセットを用いてどこ

からでも字幕付きライブ・ストリーミングを

可能化することを目標に flash media server 

3.5 を設置した。同時に、Flowplayer（open 

source）をベースにした新しい動的字幕方式

との連携を目指して flash コンポーネント

の実験を行った。現在は、既存のビデオファ

イルを flv 形式に変換し、受信先の Web ペー

ジで動的字幕（マンガの吹き出しをモチーフ

にしたアニメーション付き字幕）をどのよう

に実現するかを検討中である。 

（３）動的字幕（吹き出し型字幕）の研究 

動画形式を flv 形式にしたのは、Youtube

などインターネット経由で配信されるビデ

オの多くが flv 形式を採用していること、動

画に他の多様なオブジェクトを重ねて利用

することが容易で viewer やアドオンを開発

するためのハードルが比較的低いという理

由からである。現在、字幕データを

javascript 内に書き込んだ固定字幕方式で

ビデオにオーバーレイできるところまで開

発が終了した。 

（４）編集機能の充実 

 Office Web Component がサポートされな

くなる（2010 年以降）こと、動画を flv 形式

に変更（多様化）することを併せて検討し、

同時に協調編集作業の充実を目指して、ｚｋ

コンポーネント（ajax）によるスプレッドシ

ート方式への転換を図った。本年度の成果物

として、moodle のコースにテスト・バージョ

ンを公開した。 

（５）多言語化の推進 

 本年度は作成済みの日本語・英語・中国語

の字幕に加え、韓国語字幕付きのコンテンツ

を作成した。 
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